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伊
佐
領
小
学
校
五
年
の
高
橋
有
佳
さ
ん
の
描
い
た
「
地
し
ん
へ
っ
ち
ゃ
ら
ハ
ウ
ス
」
が
、（
社
）

発
明
協
会
主
催
「
未
来
の
科
学
の
夢
絵
画
展
」
で
、
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
全
国
の
小
・

中
学
校
な
ど
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
九
千
六
百
四
十
二
点
の
作
品
か
ら
、
優
秀
賞
の
一
つ
と
し
て
選

ば
れ
た
こ
の
絵
に
は
、
高
橋
さ
ん
の
豊
か
な
発
想
と
、
家
族
へ
の
思
い
が
表
わ
れ
て
い
ま
す
。 

散歩道 散歩道 
白い森の 白い森の 

「
地
し
ん
へ
っ
ち
ゃ
ら
ハ
ウ
ス
」 

シリーズ ○
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叶
水
保
育
園
の
ピ
ロ
テ
ィ
に
、
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
ウ
ォ
ー
ル
が
設
置
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
ロ
ッ
ク
ク
ラ
イ

ミ
ン
グ
の
練
習
用
と
し
て
、
埋
め
込

ま
れ
た
小
さ
な
グ
リ
ッ
プ
に
、
手
や

足
を
か
け
て
登
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ウ
ォ
ー
ル
は
、

卒
園
児
の
保
護
者
が
中
心
に
な
っ
て

製
作
、
寄
贈
し
た
も
の
で
、
健
や
か

で
、
た
く
ま
し
い
子
ど
も
に
成
長
し

て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
は
じ
め
は
怖
が
っ
て
い

た
年
長
組
の
園
児
ら
は
、
何
度
か
挑

戦
す
る
う
ち
に
、
上
手
に
登
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
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第
四
十
九
回
歩
こ
う
会
が
、
五
月
十

八
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
越

後
片
貝
か
ら
、
鷹
ノ
巣
遊
歩
道
を
経
由

し
て
、
下
関
ま
で
の
ル
ー
ト
で
行
わ
れ
、

十
七
人
の
町
民
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
ら
は
、
バ
ス
で
小
国
を
出
発

し
て
片
貝
で
下
車
。
そ
こ
か
ら
約
六
キ

ロ
の
道
の
り
を
、
荒
川
の
流
れ
を
聞
き

な
が
ら
歩
き
、
若
葉
が
揺
れ
る
峠
道
で
、

す
が
す
が
し
い
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

5/18

4/22
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　４月２９日、ショッピングモールエ
コー前の特設会場で、おも白い森（本
間義人代表）によるお花見で☆おも
白い森が開催されました。
　当日は、雑穀料理や特産品などの
出店のほか、町内のグループによる
バンド演奏やダンスなども披露され
ました。イベントの終盤には、スタッ
フらによって手作りローソクに火が
灯され、花びらが舞う桜の並木道を
幻想的に照らしていました。
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五
月
二
十
三
日
〜
二
十
四
日
、
飯

豊
梅
花
皮
荘
を
会
場
と
し
て
、
写
真

雑
誌
「
風
景
写
真
」
が
主
催
す
る
写

真
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
教
室
に

は
、
自
然
写
真
家
の
鈴
木
一
雄
氏
が

講
師
と
し
て
招
か
れ
、
遠
く
は
滋
賀

県
か
ら
ア
マ
チ
ュ
ア
や
セ
ミ
プ
ロ
の

か
た
な
ど
二
十
五
人
が
参
加
し
て
い

ま
し
た
。

　

撮
影
技
術
に
つ
い
て
講
習
を
受
け

た
参
加
者
は
、
実
際
に
、
撮
影
ポ
イ

ン
ト
と
な
る
横
川
ダ
ム
や
温
身
平
な

ど
に
移
動
。
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
や
露
出

な
ど
、
専
門
的
な
指
導
を
受
け
な
が

ら
、
思
い
お
も
い
に
シ
ャ
ッ
タ
ー
を

き
っ
て
い
ま
し
た
。

�
4/29
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　４月１日付けで、国土交
通本省水資源部より飯豊山
系砂防事務所長に着任しま
した。都会の雑踏から解放
され、澄んだ空気ときれい
な水に育まれた自然豊かな
小国町での生活に、心身共
に洗われる毎日です。
　甚大な被害を被った羽越
水害から４０年が経ち、国土
交通省ではこれまで災害復
旧事業はもとより、二度と
大災害を発生させないよう
に予防対策として、砂防え
ん堤、流路工などの砂防施
設や、今春竣工しました横
川ダムなどの治水事業を、
地域の皆様のご協力をいた
だきながら実施してまいり
ました。
　今後も、安全・安心が実感
できる地域づくりを目指し
て、恵まれた自然環境に配
慮しながら砂防施設の整備
を着実に進めるとともに、
町で整備される警戒避難体
制に雨量情報や監視カメラ
の映像を提供するなど、防災
対策を強化してまいります。

ー この人に聞く ー ー この人に聞く ー 

飯豊山系砂防事務所
事務所長　佐 藤 正 之  氏
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町
で
は
、
平
成
十
三
年
度
か

ら
平
成
十
八
年
度
ま
で
六
年
間
、

文
部
科
学
省
の
研
究
開
発
校
と

し
て
指
定
を
受
け
て
、
小
中
高

一
貫
教
育
の
研
究
と
実
践
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
指
定
が

終
了
し
た
平
成
十
九
年
度
か
ら

は
、
こ
れ
ま
で
の
授
業
内
容
や

手
法
な
ど
を
継
承
し
な
が
ら
、

町
独
自
で
、
引
き
続
き
取
り
組

み
を
進
め
て
き
て
い
ま
す
。
小

中
高
一
貫
教
育
で
は
、
こ
れ
ま

で
と
同
様
に
、
情
報
教
育
と
英

語
力
の
向
上
、
地
域
活
動
に
加

え
て
、
地
域
学
習
を
取
り
組
み

の
柱
と
し
、
す
べ
て
の
小
・
中

学
校
と
小
国
高
校
で
授
業
の
一

つ
に
組
み
込
む
形
で
、
継
続
的

に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

小
国
高
校
で
は
、
平
成
十
七

年
度
ま
で
、
地
域
学
習
を
学
校

設
定
科
目
の
「
小
国
学
」
と
位

置
付
け
、
授
業
の
一
つ
と
し
て

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
町
に
内
在
す
る
テ
ー
マ
の

抽
出
に
よ
っ
て
研
究
範
囲
が
限

定
さ
れ
た
り
、
小
・
中
学
校
で

取
り
組
ん
で
き
た
「
白
い
森
学

習
」
と
の
区
別
が
し
に
く
い
な

ど
、
学
習
の
進
め
方
に
つ
い
て

�� ����

高・大連携高・大連携でで
地域に根ざした人材の育成地域に根ざした人材の育成をを
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の
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
小
国
高
校
で
は
、

地
域
学
習
を
と
お
し
て
段
階
的

に
知
識
を
深
め
て
い
く
こ
と
を

狙
い
に
、
平
成
十
八
年
度
か
ら

は
、「
地
域
文
化
学
」
と
し
て
、

一
年
生
を
中
心
と
し
た
授
業
を

設
定
し
、
発
達
段
階
に
応
じ
た

興
味
・
関
心
を
引
き
出
し
て
い

く
授
業
を
進
め
て
い
ま
す
。「
総

合
的
な
学
習
の
時
間
」
を
活
用

し
て
行
わ
れ
て
い
る
こ
の
地
域

文
化
学
で
は
、
県
内
外
の
大
学

か
ら
講
師
を
招
い
て
指
導
を
仰

ぎ
な
が
ら
、
よ
り
広
い
視
点
か

ら
、
専
門
性
の
高
い
学
習
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
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急
速
に
進
む
少
子
化
の
影
響

や
、
教
育
に
対
す
る
社
会
全
体

の
関
心
の
高
ま
り
に
伴
っ
て
、

大
学
に
は
、
新
た
な
存
在
意
義

と
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
地
域
と

の
つ
な
が
り
が
強
く
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

一
方
、
小
国
高
校
で
も
、
毎

年
三
〜
六
割
程
度
の
生
徒
が
進

学
を
選
ん
で
お
り
、
進
路
の
選

択
肢
と
し
て
も
、
一
層
、
高
等

教
育
の
重
要
性
が
増
し
て
き
て

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
流
れ
を
受
け
て
、

地
域
貢
献
を
目
指
す
大
学
と
、

更
な
る
教
育
の
充
実
を
目
指
す

高
校
の
狙
い
が
一
致
し
、
そ
れ

ぞ
れ
が
連
携
し
て
、
新
し
い
学

習
機
会
の
創
造
と
拡
充
が
図
ら

れ
て
き
て
い
ま
す
。
三
年
目
と

な
る
本
年
は
、
七
人
の
講
師
か

ら
、
そ
れ
ぞ
れ
柱
と
な
る
テ
ー

マ
を
示
し
て
い
た
だ
き
、
年
間

を
通
じ
て
授
業
を
受
け
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。
生
徒
た
ち
は
、

テ
ー
マ
ご
と
に
数
人
ず
つ
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
、
個
別
の

研
究
テ
ー
マ
を
決
め
、
そ
の
内

容
に
基
づ
い
て
研
究
を
進
め
ま

す
。
授
業
以
外
に
も
、
そ
の
進

捗
や
調
査
内
容
、
進
め
方
な
ど

に
つ
い
て
、
直
接
、
電
話
や
Ｅ

メ
ー
ル
な
ど
で
教
授
ら
の
指
導

を
受
け
な
が
ら
、
研
究
の
熟
度

　産学連携は一部盛んに行われていますが、この
ような高校と大学の連携は、大変すばらしい機会
です。また、学習分野にこだわらずにテーマが設
定されていることで、さまざまな体験をすること
ができる貴重な時間になるでしょう。
　私はバイオディーゼル燃料につい学習を進める
ことになりましたが、基礎データや資料づくりか
ら、生徒に取り組んでもらうつもりです。このな
かで、時代の流れや世界の動きを知ってもらいた
いと思います。高校生は、何をやりたいか、何に
興味があるのかを考える時期だと思います。その
模索の手助けをしながら、潜在的な興味を引き出
し、その中で生徒たちの感じたことを地域全体に
発信していきたいと考えています。

�������
��������

木島　龍朗  氏

山形大学工学部
大学院理工学研究科 准教授

テーマ本年度指導にあたる講師陣

バイオディーゼル燃料木島　龍朗  氏山形大学工学部大学院
理工学研究科　准教授

舟渡獅子踊り鈴木　　渉  氏山形大学地域教育文化学部
文化創造学科　准教授

民俗芸能・行事、庶民
信仰、伝統工芸菊地　和博  氏東北芸術工科大学

東北文化研究センター  准教授

小国の魅力呉　　尚浩  氏東北公益文科大学
公益学部　准教授

近代小国の歴史・文化布施　賢治  氏米沢女子短期大学
日本史学科　講師

豊かな自然と小国の
人々大川　健嗣  氏山形短期大学

総合文化学科　教授

地域防災と要援護者対
策、山間地域の保健・
医療・福祉の連携

三澤　寿美  氏新潟医療福祉大学
健康科学部看護学科  准教授
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を
高
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
小
国
高
校

で
は
、
平
成
十
八
年
に
山
形
大

学
工
学
部
と
研
究
活
動
に
関
す

る
協
定
を
結
び
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
っ
て
、
高
校
生
が
夏
休
み

を
活
用
し
、
大
学
生
と
と
も
に

体
験
や
研
究
活
動
を
行
う
な
ど

の
共
同
研
究
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
高
校
で
は
体
験
で
き
な

い
よ
り
高
度
な
学
習
が
経
験
で

き
る
と
と
も
に
、
進
学
を
希
望

す
る
生
徒
に
対
し
て
は
、
大
学

へ
の
理
解
を
高
め
て
も
ら
う

き
っ
か
け
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
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地
域
文
化
学
で
は
、
単
に
知

識
を
深
め
る
と
い
う
こ
と
以
外

に
も
、
大
学
教
授
ら
の
専
門
的

な
指
導
に
よ
っ
て
、
高
校
で
は

で
き
な
い
研
究
手
法
や
実
験
を

経
験
し
た
り
、
地
域
と
の
新
た

な
関
わ
り
が
生
ま
れ
た
り
す
る

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
メ
リ
ッ
ト

が
あ
り
ま
す
。

　

生
活
の
場
で
あ
る
地
域
を
見

つ
め
、
知
り
、
課
題
を
発
見
し
、

解
決
に
向
け
た
提
案
を
す
る
こ

と
は
、
生
徒
自
身
の
今
後
の
生

き
方
に
も
つ
な
が
る
学
習
で
す
。

さ
ら
に
、
こ
の
プ
ロ
セ
ス
と
し

て
、
研
究
テ
ー
マ
の
選
定
か
ら

調
査
・
研
究
、
取
り
ま
と
め
、

研
究
発
表
ま
で
の
一
連
を
体
験

す
る
こ
と
で
、
自
ら
考
え
、
解

決
す
る
た
め
の
力
に
つ
な
が
り

ま
す
。

　

分
か
り
や
す
い
説
明
の
仕
方
、

写
真
や
図
表
の
使
い
方
、
ゆ
っ

く
り
大
き
な
声
で
話
す
こ
と
な

ど
は
、
社
会
に
出
て
か
ら
も
求

め
ら
れ
ま
す
。
研
究
を
進
め
る

う
え
で
、
何
が
必
要
な
の
か
を

考
え
、
整
理
し
、
き
ち
ん
と
伝

え
る
こ
と
は
、
社
会
人
の
準
備

段
階
と
し
て
養
わ
れ
る
べ
き
大

切
な
力
で
す
。

　

本
年
二
月
に
は
、
県
が
主
催

し
た
高
校
の
地
域
学
習
合
同
研

究
発
表
会
に
、
地
域
文
化
学
で

の
成
果
を
発
表
す
る
た
め
小
国

高
校
か
ら
も
、
一
年
生
（
現
在

二
年
生
）
二
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
昨
年
度
「
雪
氷
の
熱
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
活
用
す
る
研
究
」
に

取
り
組
み
、
成
果
発
表
を
行
っ

た
見
川
英
駿
さ
ん
と
今
竜
哉
さ

見川さん：合同研究発
表会で、他校との意
見交換をしましたが、小国高校のように多彩な
テーマで取り組んでいる学校は少なく、また、
大学と協力しているのも小国高校だけでした。
ふだんはできない実験など、とても良い経験を
することができました。
今さん：調査・研究を進めると、毎回、新しい発
見の連続でした。分からないことでも、どう進
めたらいいのか、どうしてそうなるのか、大学
の先生が詳しく教えてくれました。フィールド
ワークに出かけたり、自分たちで工夫しながら
実験道具を作ったり、初めての経験でしたが、
楽しく、深く学ぶことができました。

�����
�������	
��

見川　英駿 さん（左）
今　　竜哉 さん（右）

就職進学卒業
者数 ％％

７１．９％２３２８．１％９３２１９年度
４４．７％２１５５．３％２６４７１８年度
５８．３％２８４１．７％２０４８１７年度
３７．７％２３６２．３％３８６１１６年度
４３．５％２０３７．０％１７４６１５年度
４６．７％２８４６．７％２８６０１４年度

小国高校の進路状況

小国高校２年

��������
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ん
は
、
こ
の
学
習
で
「
地
域
へ

の
関
心
が
深
ま
り
、
深
く
物
事

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

　

地
元
大
学
と
の
連
携
に
よ
る

新
た
な
知
識
の
習
得
な
ど
、
こ

う
し
た
経
験
と
学
習
の
成
果
に

は
、
地
域
に
根
ざ
し
た
人
材
育

成
と
い
う
点
か
ら
も
、
大
き
な

期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
地
域
の
内
面
だ
け
を

見
て
い
て
は
気
付
く
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
問
題
意
識
や
発
想

も
、
新
た
な
力
と
し
て
、
着
実

に
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

高
校
生
の
視
点
か
ら
と
ら
え

た
地
域
課
題
の
掘
り
起
こ
し
と
、

そ
れ
を
解
決
す
る
た
め
の
提
案

に
は
、
地
域
を
元
気
に
し
た
い

と
い
う
高
校
生
の
気
持
ち
が
表

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
年
も
十
一
月
二
十
一
日
に
、

町
民
発
表
会
と
し
て
、
一
年
間

の
取
り
組
み
と
そ
の
成
果
を
披

露
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　

町
で
は
、
今
後
も
引
き
続
き
、

生
徒
た
ち
の
自
主
性
を
高
め
、

生
き
る
力
を
養
う
た
め
の
小
中

高
一
貫
教
育
を
実
践
し
て
ま
い

り
ま
す
。
小
国
高
校
で
行
わ
れ

て
い
る
地
域
文
化
学
を
は
じ
め
、

山
形
大
学
と
共
同
研
究
や
各
種

の
資
格
取
得
、
小
学
校
か
ら
の

英
語
や
情
報
教
育
な
ど
は
、
町

独
自
の
特
色
あ
る
学
習
で
す
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
と
お
し

て
、
関
係
機
関
と
連
携
を
深
め

な
が
ら
、
学
校
や
地
域
社
会
、

そ
し
て
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
、

町
づ
く
り
に
貢
献
で
き
る
将
来

を
担
う
人
材
の
育
成
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　１年のうちに、これほど何度も、大学教授らの
指導を受けることができるのは、県内でも小国高
校だけです。
　地域文化学によって、地域課題を見つける力を
身につけてほしいと思います。また、そこからの
「気付き」をきっかけとして、県内外だけでなく、
国内外に目を向けられるよう見聞を広め、大きな
視野を持った人材になってくれるものと期待して
います。それぞれの夢や目標を達成するために、
どのような段階が必要なのか、自発的に考えて、
行動できる生徒になってほしいと願っています。

齋藤　裕司  氏

�����
�������

小国高校校長

５月１３日には、地域文化学の開講式が行われ、グループ
ごとに詳しい研究内容などを決めた。

作業には自主性が求められている。インターネットで情報
収集したり、仲間と話し合いながら、調査の方向性を確認。
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　小国の伝統的な山村生活を体験する「マタギ集落
の四季体験ツアー春編」が、５月１０日～１１日、小玉
川地区で開催されました。県内外から１１人が参加し
たこのツアーでは、わらび野の山焼きや、森林セラ
ピー体験などが行われました。ツアーは、地域の伝
統や山村の暮らしを多くのかたに体感してもらおう
と小玉川公民館が企画したもので、四季をつうじて
計４回開催する予定となっています。
　また今回のツアーには、東北芸術工科大学から５
人の学生が、地域研究のフィールドワークとして参
加していました。　

長
い
冬
を
経
て
、
町
は
芽
吹
き
の

季
節
を
迎
え
ま
し
た
。

　

咲
き
誇
る
石
楠
花
、
山
の
神
に
祈

り
を
捧
げ
る
伝
統
の
熊
ま
つ
り
、
春

を
告
げ
る
味
覚
の
数
々
。

　
�
白
い
森
の
国
お
ぐ
に
�
は
、
生
命

感
が
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

マタギ集落の
四季体験ツアー

●５月１０日�
　　～１１日�
●小玉川わらび園

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�

�
�
�
�
�
�
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　今年で１９回目となるおぐに石楠
花まつりが、５月１日から６日ま
で、道の駅白い森おぐにで開催さ
れました。会場には、町内の愛好
家が丹精込めて育てた約４３０鉢の
石楠花が飾られ、訪れた約４，７００人
の目を楽しませていました。
　また期間中は、会場周辺で、バ
ンド演奏やチンドン隊、子ども落
語など、さまざまな日替わりイベ
ントが行われ、多くの観光客が足
を止めて見入っていました。

　小玉川地区の伝統行事である
熊まつりが、５月４日、国民宿
舎飯豊梅花皮荘前で開催されま
した。集った約２，５００人は神事や、
熊狩りの模擬実演などをとおし
て、マタギの伝統にふれていま
した。勢子に扮した大声大会で
は、多くの飛び入り参加もあり、
イベントを盛り上げていました。
　またこの日は、テレビ番組「情
熱エンジン」（仙台放送）の収録
のため、俳優の辰巳琢郎さんも
会場を訪れていました。

●５月４日�
●国民宿舎飯豊梅花皮荘前

熊まつり
自然の恵みに感謝する伝統行事

●５月１日�～６日�
●道の駅白い森おぐに

石楠花まつり
町を彩る
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�
�
�
�
�
�
�

　

第
三
回
臨
時
議
会
が
四
月
三
十

日
に
、
第
四
回
臨
時
議
会
が
五
月

十
四
日
に
そ
れ
ぞ
れ
開
会
さ
れ
、

町
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
に
つ
い

て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
い
ず
れ
も

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

●
町
手
数
料
条
例
等
の
改
正

　

戸
籍
証
明
書
の
不
正
取
得
や
、

虚
偽
の
届
出
な
ど
を
防
止
す
る
た

め
、
戸
籍
窓
口
で
の
本
人
確
認
を

義
務
付
け
る
戸
籍
法
の
一
部
改
正

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、

町
手
数
料
条
例
に
つ
い
て
も
、
戸

籍
法
に
基
づ
き
、
戸
籍
関
係
諸
証

明
の
根
拠
条
文
を
整
理
し
ま
し
た
。

●
国
民
健
康
保
険
条
例
等
の
改
正

　

厚
生
労
働
省
の
告
示
に
基
づ
き
、

診
療
報
酬
の
算
定
方
法
に
つ
い
て

条
文
の
整
理
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
国
民
健
康
保
険
税
条
例
に

つ
い
て
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
創
設
に
伴
い
、
老
人
保
健
医

療
の
拠
出
分
が
減
額
に
な
る
な
ど
、

財
源
バ
ラ
ン
ス
の
調
整
が
必
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
課
税
率
な
ど
に

つ
い
て
調
整
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
あ
わ
せ
て
、
低
所
得
者

や
、
国
民
健
康
保
険
か
ら
の
移
行

に
よ
り
単
身
世
帯
と
な
る
か
た
な

ど
に
つ
い
て
、
保
険
税
の
軽
減
措

置
を
講
じ
ま
し
た
。

●
町
税
条
例
の
改
正

　

四
月
三
十
日
に
地
方
税
法
等
が

一
部
改
正
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、

町
税
条
例
を
改
正
し
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
の
改
正
で
は
、「
ふ
る

さ
と
」
に
貢
献
し
た
い
と
い
う
納

税
者
の
思
い
を
実
現
す
る
た
め
、

個
人
住
民
税
等
に
お
け
る
寄
附
金

制
度
の
拡
充
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
六
十
五
歳
以
上
で
公
的
年
金

を
受
け
て
い
る
か
た
の
納
税
便
宜

を
図
る
た
め
、
個
人
住
民
税
に
公

的
年
金
か
ら
の
特
別
徴
収
制
度
を

導
入
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
住
宅

の
省
エ
ネ
化
を
促
進
す
る
た
め
、

住
宅
の
省
エ
ネ
改
修
を
行
っ
た
場

合
に
、
翌
年
度
分
の
固
定
資
産
税

か
ら
三
分
の
一
を
減
額
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

　

五
月
十
五
日
、
東
北
電
力
長

井
営
業
所
よ
り
防
犯
灯
六
基

（　

Ｗ
）が
町
に
寄
贈
さ
れ
ま
し

３２た
。
こ
れ
は
、
東
北
電
力
の
地

域
活
動
と
し
て
、
毎
年
行
わ
れ

て
い
る
も
の
で
す
。

　

寄
贈
式
に
訪
れ
た
吉
野
進
所

長
は
、「
明
る
く
住
み
よ
い
町
づ

く
り
に
役
立
て
て
ほ
し
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

商
工
会
女
性
部
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
「
さ
く
ら
」

に
よ
る
花
植
え
が
、
五
月
十
二

日
、
総
合
セ
ン
タ
ー
や
町
民
体

育
館
周
辺
の
花
壇
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
作
業
に
は
約
二
十
人
が

参
加
し
、
ベ
ゴ
ニ
ア
な
ど
三
種

二
千
株
の
色
と
り
ど
り
の
花
が

植
え
ら
れ
、
花
壇
は
き
れ
い
に

彩
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
	
�

�
�
�
�
�
�
�
�

東
北
電
力
が
防
犯
灯
寄
贈

�

�

�

�

�
�
�
�

�
�
�
�
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祉
な
ど
の
向
上
に
貢
献
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
昭
和
六
十
三
年
か
ら

平
成
十
二
年
ま
で
は
、
小
国
町

長
と
し
て
卓
越
し
た
見
識
と
行

動
力
で
行
政
運
営
に
あ
た
ら
れ
、

町
の
振
興
発
展
、
地
域
開
発
に

多
大
な
功
績
を
残
さ
れ
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
��

�
�
�
�
�

　

今
氏
に
受
章
の
喜
び
を
伺
い

ま
し
た
。

「
昭
和
三
十
八
年
に
小
国
町
議

会
議
員
の
責
務
を
頂
い
て
以
来
、

三
十
七
年
間
、
公
人
と
し
て
身

を
お
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ

と
の
幸
せ
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。

特
に
、
昭
和
五
十
年
か
ら
は
町

議
会
議
長
を
仰
せ
つ
か
り
、
昭

和
六
十
三
年
か
ら
は
町
長
を
仰

せ
つ
か
っ
て
、
町
づ
く
り
の
諸

課
題
に
挑
戦
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
こ
の
二
十
五
年
間
に
思
い

を
は
せ
る
と
き
、
た
だ
た
だ
無

量
の
感
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

そ
の
時
々
の
時
代
背
景
を
と

ら
え
、
適
切
な
町
づ
く
り
戦
略

を
構
築
し
、
町
民
み
な
さ
ま
が

た
の
た
め
の
社
会
資
本
整
備
に

邁
進
し
て
き
た
日
々
が
、
走
馬

灯
の
よ
う
に
巡
っ
て
ま
い
り
ま

す
。「
白
い
森
の
国
」
づ
く
り
へ

の
歩
み
は
、
町
民
み
な
さ
ま
が

た
の
主
体
的
で
、
意
欲
的
な
参

加
に
よ
る
推
進
力
の
賜
と
、
終

生
の
宝
物
と
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
さ
に
、
激
動
の
二
十
世
紀
を

そ
の
ま
ま
に
生
き
、
そ
の
節
目

の
年
ま
で
与
え
ら
れ
た
使
命
の

人
生
で
あ
っ
た
こ
と
の
さ
わ
や

か
さ
に
、
喜
び
を
感
じ
て
い
る

今
日
こ
の
ご
ろ
で
す
。」

　

町
の
功
績
者
で
、
前
町
長
の

今
功
夫
氏
（
増
岡
）
が
、
平
成

二
十
年
春
の
叙
勲
で
、
旭
日
小

綬
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

五
月
七
日
に
、
文
翔
館
（
山

形
市
）
で
伝
達
式
が
行
わ
れ
、

齋
藤
弘
山
形
県
知
事
か
ら
今
氏

に
叙
勲
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
氏
は
、
昭
和

三
十
八
年
に
町
議

会
議
員
に
初
当
選

し
て
か
ら
昭
和
六

十
三
年
ま
で
、
七

期
二
十
五
年
に
わ

た
り
、
議
会
活
動

に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
間
、
産

業
経
済
常
任
委
員

会
委
員
長
、
災
害

対
策
特
別
委
員
会

委
員
長
な
ど
を
歴

任
。
昭
和
五
十
年

か
ら
十
三
年
間
は
、

議
長
と
し
て
町
の

産
業
、
教
育
、
福

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�

知事から叙勲を受け取る今氏
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�
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�
�
�
�
�
	
�

■
募
集
住
宅　

３
Ｄ
Ｋ
３
戸

■
対　

象　

同
居
親
族
が
あ
る

か
た
（
所
得
制
限
あ
り
）

■
募
集
期
間　

　

６
月　

日
�
〜　

日
�

１６

２０

■
入
居
時
期　

８
月
上
旬

■
家　

賃　

所
得
に
よ
り
決
定

■
敷　

金　

家
賃
の
３
カ
月
分

■
問
合
先　

す
ま
い
情
報
セ
ン

タ
ー
（
�
０
２
３
８
―　

―
２４

２
３
３
２
）
へ

�
�
�
�
�
�
�
	
�

■
小
坂
町
団
地　

３
Ｄ
Ｋ
２
戸

▼
対
象　

所
得
制
限
が
あ
り
ま

す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼
家
賃　

所
得
に
よ
り
決
定

■
勤
労
者
住
宅
小
坂
町
団
地

２
Ｋ
１
戸

▼
対
象　

町
内
で
働
く
か
た

▼
家
賃　

三
万
三
千
円

■
敷　

金　

家
賃
の
３
カ
月
分

■
募
集
期
限　

６
月
９
日
�

■
入
居
時
期　

６
月
中
旬
以
降

■
問
合
先　

地
域
整
備
課
へ

�
�
�
�
�
�
�
�

■
募
集
人
員

　

�
警
察
官
Ａ
（
男　

人
、
女
・

５０

武
術
指
導
若
干
名
）、
�
警
察

官
Ｂ
（
男　

人
、
女
若
干
名
）

２０

■
受
験
資
格　

昭
和　

年
４
月

４８

２
日
〜
平
成
３
年
４
月
１
日

生
ま
れ
で
�
は
大
卒
又
は
３

月
卒
業
見
込
み
の
か
た
、
�

そ
れ
以
外
の
か
た

■
受
付
期
間

　

�
６
月　

日
�
ま
で
�
８
月

３０

１
日
�
〜
９
月
１
日
�
ま
で

■
一
次
試
験　

�
７
月　

日
１３

　
　
　
　
　
　

�
９
月　

日
２１

■
問
合
先　

小
国
警
察
署
（
�

　

―
０
１
１
０
）
へ

６２
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

■
募
集
期
限　

６
月　

日
�

３０

■
応
募
方
法　

電
話
か
、住
所
・

氏
名
を
明
記
の
う
え
フ
ァ
ッ

ク
ス
、
メ
ー
ル
で
応
募
し
て

く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他　

優
秀
作
品
に
は
景

品
な
ど
を
贈
呈
し
ま
す
。

■
問
合
先　

町
民
課
へ

　

�����
���
���
�����������

�������

�����
���
���
�����������
�������� �

��

�
�
�
�
�

��
■
日　

時　

６
月　

日
�

２８

　

午
前
９
時
〜　

時　

分

１１

３０

■
内　

容　

役
場
、
建
築
組
合
、

ア
ス
モ
、
エ
コ
ー
ほ
か
町
内

各
会
場
で
、
無
料
で
包
丁
研

ぎ
を
行
い
ま
す
。
ア
ス
モ
で

は
住
宅
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

■
問
合
先　

小
国
町
建
築
組
合

（
�　

―
５
８
５
８
）
へ

６２

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

■
日　

程　

▼
６
月　

日
�
�

２１

午
後
２
時
〜
映
画
（
地
球
交

響
曲
第
六
番
）
上
映
、
�
午

後
６
時
〜
雑
穀
料
理
交
流
会

▼
６
月　

日
�
�
午
前
９
時

２２

〜
森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
散
策

■
場　

所　

小
玉
川
小
中
学
校

■
定　

員　

�
と
�
は
各　

人
３０

■
参
加
費　

一
万
円

（
映
画
の
み
は
前
売
り
千
円
、

当
日
千
五
百
円
）

■
申
込
期
限　

６
月　

日
�

１０

■
問
合
先　

実
行
委
員
会
（
山

口
�　

―
２
４
３
２
）
へ

６５

ご
案
内

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

■
対
象
団
体　

話
し
合
い
に
よ

り
理
解
を
深
め
、
積
極
的
に

町
づ
く
り
に
参
加
す
る
団
体

■
開
催
方
法

　

希
望
日
時
、
テ
ー
マ
を
記
入

し
た
申
込
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
町
長
、
副
町
長
の

ほ
か
、
内
容
に
よ
り
担
当
課

長
な
ど
が
出
席
し
ま
す
。
会

場
設
定
や
進
行
は
団
体
が

行
っ
て
く
だ
さ
い
。（
本
年
度

の
開
催
は
、
９
月
以
降
と
な

り
ま
す
）

■
問
合
先　

総
務
企
画
課
へ

おお 知知 らら せせ ココ ーー ナナ ーー 皆さんの声をお寄せください
町長室専用メール　ｓｈｉｒｏｉｍｏｒｉ＠ｔｏｗｎ.ｏｇｕｎｉ.ｙａｍａｇａｔａ.ｊｐ
町長室専用ＦＡＸ　� ６２－２６１１お 知 ら せ コ ー ナコ ー ナ ーー

ご
案
内

募  
集

催  
し



13

おお 知知 らら せせ ココ ーー ナナ ーーお 知 らお 知 ら せせ　 コ ー ナ ー

勤務時間求人数職種事業所名
８：００～１７：００３人農作業全般� � � � �

８：００～１７：３０１人電気部品製造� � � � � � � 	 
 �

８：００～１７：００２人内・外線工事作業員� � � � � � �

８：００～１７：００１人土木施工管理技士� � � � �

８：４５～１８：００２人レジ係ほか� � � � � � �

８：３０～１７：３０２人営業・販売・整備工���� � � � � � � �

８：００～１７：００４人土木施工管理技士ほか� � � � �

８：００～１７：００７人砂利プラント運転士ほか� � � � � �

８：００～１７：００２人測量助手� � � � � � � 	 
 �

８：００～１７：００３人型枠大工ほか� � � � �

８：００～１７：００２人電気工事（見習い可）� � � � �

８：００～１６：４５ほか５人配送及び給油所業務� � � � � � � 	 
 � � �

８：５０～１７：３０１人薬剤師� � �

７：００～１６：４５ほか２人グループホーム介護員�������	
��
��

８：１５～１７：１５ほか４人機能金属材料の製造ほか�������	
����

８：００～１７：００４人土木施工管理技士ほか� � � � �

７：３０～１７：００ほか２人スタンド給油業務ほか� � � � � � �

８：００～１７：００２人土木施工管理技士� � � � � �

８：００～１７：３０ほか２人ホールスタッフ��������	
��	
���

８：３０～１６：４０ほか５人半導体製造ほか�������	
��
�������

８：３０～１７：００３人機構設計ほか� � � � � � � 	 �

９：００～１８：００３人機械設計エンジニアほか� � � � � � � 	 
 � �

１７：００～２１：００１０人家庭教師������� � � � � �

９：００～１６：００１人たばこ営業活動の補助� � � � � � � 	 
 � � �

８：３０～１７：３０１人設備業務及び運転手� � � � �

１７：００～２１：００ほか１人居酒屋での接客� � � � � � �

９：００～１３：００ほか３人コンビニ・カラオケ店員�������	
���
��

　左の表は５月１５日現在の求人
内容です。無効になっている場
合もありますのでご了承くださ
い。※詳しいことは、ハローワー
ク長井（�８４―８６０９）へ

� � �� � � ��

　６月の税金等の口座振替は、
次のとおりです。振替日の前
日まで、指定の口座に入金し
てください。
　●６月２６日�　水道料
　●６月３０日�　町県民税

１期、介護保険料、下
水道料・簡易水道料、
住宅使用料、保育料等

■問合先　税務出納課へ

�����
�������	
��

�　朝日新聞社
��������	
��
�����

藤城　　博
��������� 芳賀日出男
��������� 地球環境研究センター
��������� 星野　富弘
��������	�

アリス・カイパース
�������� 海藤　　尊
��������	
��
���

尾池　和夫
�������	
��

リディア・フレム
�������	
��
��

大川　悦生
�������	
�� 可喜庵の会

����　毎週月曜日

�������	
���������	
��

今月の納税

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

■
日　

程　

６
月　

日
、　

日

１０

１７

子
育
て
講
座
「
身
体
計
測
」、

　

日
、
７
月
１
日

２４
■
時　

間　

午
前　

時
〜

１０

■
場　

所　

　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者　

０
歳
か
ら
入
園
前

の
お
子
さ
ん
と
お
家
の
か
た

�
�
�
�
�
�
�
�

■
日
程
と
場
所

　

６
月
５
日
、　

日
１９

　
　
　

総
合
セ
ン
タ
ー

　

６
月　

日
、　

日

１２

２６

　
　
　

お
ぐ
に
保
育
園

■
時　

間　

午
前　

時
〜

１０

■
対
象
者　

０
歳
か
ら
入
園
前

の
お
子
さ
ん
と
お
家
の
か
た

�
�
�
�
�
�
�
�

■
日　

時　

６
月　

日
�

２１

　
　
　
　
　

午
前
９
時
〜

■
内　

容　

飯
豊
少
年
自
然
の

家
散
策
な
ど

■
申
込
期
限　

６
月　

日
�

１９

■
問
合
先

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
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ホームページアドレス　http://www.town.oguni.yamagata.jp　  携帯電話向けサイト　http://www.town.oguni.yamagata.jp/m/index.html
総合センター（教育委員会事務局）�６２－２１４１　小国町健康管理センター（健康福祉課）�６１－１０００　子育て支援センター�６２－２３３０
町民体育館�６２－５４２１　町立病院�６１－１１１１　老人保健施設�６１－１２００
癒しの園ホームページアドレス　http://www3.ic-net.or.jp/̃ognihs12/iyashinosonoindex.htm

�� ��
����

■日　時　６月１８日�
　受　付　１０：３０～１４：３０
　相　談　１１：００～
■場　所　役場町民相談室
■対応者　社会保険事務所職員
■問合先　町民課へ

����

■日　時　６月３日�
　受　付　１０：００～１２：００
■場　所　総合センター
■対象者　町人権擁護委員
■問合先　町民課へ

������

　行政相談委員は、住民と行政
の間にたち、行政の仕事に関す
る苦情や困り事を解決するため
相談に応じています。
■日　時　６月１４日�
　　　　　１０：００～１１：３０
■場　所　総合センター
■対応者　行政相談委員　
　　　　　齋藤　恒助��氏
■問合先　町民課へ

●告示日　７月１日�
●投票日　７月６日�　７：００～１８：００
●投票できるかた
３月３１日に確定した農業委員会委員選挙
人名簿に登録されているかた
●投票所
　第１投票区　小国中学校
　第２投票区　松岡農事集会所
　第３投票区　沖庭小学校
　第４投票区　あさひ保育園
　第５投票区　玉川高齢者コミュニティセンター
　第６投票区　叶水保育園
　第７投票区　白沼小中学校
●期日前投票　７月２日�～５日�８：３０～
２０：００まで、役場で期日前投票ができます。
※農業委員会委員選挙立候補予定者説明会
は、６月１３日�午後１時から役場で行い
ます。詳しいことは、選挙管理委員会へ。

※小国町長選挙立候補予定者及び出納責任
者説明会は、６月２０日�午後１時から役
場で行います。詳しいことは選挙管理委
員会へ。

農業委員会委員選挙は7月6農業委員会委員選挙は7月6日日（日）（日）

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

　

６
月
６
日
�
に
６
月
期
（
２
〜
５
月
）

の
児
童
手
当
を
振
り
込
み
ま
す
。
振
込
通

知
書
は
郵
送
し
ま
せ
ん
の
で
、
該
当
す
る

か
た
は
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

児
童
手
当
は
申
請
に
よ
り
、
申
請
の
翌

月
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
。
平
成
８
年
４
月

２
日
以
降
生
ま
れ
の
児
童
を
養
育
し
て
い

る
か
た
や
、
転
居
な
ど
で
手
続
き
し
て
い

な
い
か
た
は
、
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ

い
。（
所
得
制
限
あ
り
）

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�

　

現
在
、
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
か

た
は
、
引
き
続
き
児
童
手
当
を
受
け
る
要

件
確
認
の
た
め
、
６
月
に
現
況
届
を
提
出

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
受
給
し
て
い

る
か
た
に
は
、
６
月
上
旬
に
書
類
を
送
付

し
ま
す
。（
提
出
期
限
６
月　

日
�
）

３０

　

平
成　

年
１
月
１
日
現
在
、
小
国
町
に

２０

住
所
を
登
録
し
て
い
な
い
か
た
は
、
平
成

　

年
度
（
平
成　

年
分
）
児
童
手
当
用
所

２０

１９

得
証
明
書
が
必
要
で
す
。
ま
た
そ
れ
ぞ
れ

の
状
況
に
よ
り
、
必
要
な
書
類
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
ま
で
所
得
制
限
な
ど
に
よ
り
受
給

さ
れ
て
い
な
い
か
た
で
、
新
た
に
要
件
に

該
当
す
る
か
た
は
、
申
請
が
必
要
で
す
。

■
問
合
先　

健
康
福
祉
課
へ

農業委員会委員選挙は7月6農業委員会委員選挙は7月6日日（日）（日）

町長選挙投票日は７月２９日（火）
～ 告示日 ７月２４日（木） ～

町長選挙投票日は ７月２９日（火）
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小国町役場�６２－２１１１�　ＦＡＸ６２－５４６４ 行政管理室�６２－２１１２ 政策企画室�６２－２２６４
住民窓口担当・町民生活担当�６２－２２６０ 国保医療担当�６２－２２６１ 税政管理室�６２－２４０３
出納室�６２－２４０６　　　　　　　 農林振興室�６２－２４０８ 商工振興室・交流推進室�６２－２４１６
建設管理室・上下水道室�６２－２４３１ 建設技術室�６２－２４３２ 議会事務局�６２－２４４８

保健カレンダー 
場　所対象（生まれた月）受付時間月日乳幼児健診
健康管理
センター
※持ち物
母子健康
手帳

平成２０年２月

１３：００～１３：１５

６／２７
４歳児健診

平成２０年３月７／２５
平成１９年６月６／２７

１歳児健診
平成１９年７月７／２５
平成１８年１０～１２月１２：３０～１３：００６／１３１歳６カ月児健診
平成１６年１１月～１７年１月１２：３０～１３：００７／１１３歳児健診
平成１９年５月～１２月１３：００～１３：３０６／２５ポリオ予防接種

■問合先　健康福祉課へ

　法律改正に伴い、戸籍窓口で
の「本人確認」が義務付けられ
ました。また、取得できるかた
も限定されています。
●取得できる人
■戸籍　戸籍に記載されてい
る人またはその配偶者など
※同居人の戸籍を取得する場
合でも、委任状が必要にな
る場合があります。
■住民票　本人または同一の
世帯に属する人
※上記の人以外の場合、必ず
委任状が必要です。第三者
の場合は、具体的な理由を
ご記入いただきます。

●本人確認方法
　次のような書類を提示してい
ただきます。
�国または地方公共団体が発行
した資格証明書で、顔写真が
貼付されたもの（運転免許証、
パスポートなど）
�上記をお持ちでない場合は、国
民健康保険証と年金証書など、
複数の書類を組み合わせて提
示してください。（保険証＋年
金手帳、保険証＋学生証など）
●戸籍の届出
　取得する場合と同様に、本人
確認を行います。
※詳しいことは、町民課へ

戸籍窓口で
「本人確認」を行います

��������������������������������������������������������������������������������������������������������� ������������������������������������������																					
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�����������������������������������������������������������������������������������������������������������������	
��
���������������������������
　就学前乳幼児の医療費助成制度の所得制限が緩
和されます。所得制限などにより、これまで該当
していなかったかたは、申請手続を行ってくださ
い。

■必要書類　乳幼児の保険証、前年または前々年
所得がわかるもの（転入者のみ）

�������	
��
������

　一定の障害があるかた、母子家庭などのかたは
医療費助成を受けられる制度があります。すでに
医療証交付を受けているかたは、有効期限が６月
３０日となっているため更新が必要です。６月中旬
以降に案内を送付しますので、手続きを行ってく
ださい。現在、医療証の交付を受けていないかたで、
次に該当する場合は申請手続きを行ってください。
■対象者
《重度心身障害（児）者医療証》
住民税所得割２３万５，０００円以下で次に該当するかた
　・身体障害者手帳１、２級所持者
　・精神障害者保健福祉手帳１級所持者
　・療育手帳Ａ所持者
　・公的年金障害等級１級の障害基礎年金受給者など
《母子家庭等医療証》…所得税非課税のかた
　・母子家庭の１８歳以下の児童とその母
　・両親のいない１８歳以下の児童
■申請に必要なもの　保険証、印かん、該当する
ことが確認できる書類（身体障害者手帳、障害
年金証書等）
■問合先　町民課へ

���

→

�������

４６０万円３０１万円０人
４９８万円３３９万円１人
５３６万円３７７万円２人
５７４万円４１５万円３人
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人口のうごき
人  口　男 … 4,594人 (＋ 2 )

女 … 4,821人 (＋ 2 )

計 … 9,415人 (＋ 4 )

世帯数 　　3,258世帯 (＋27)

平成20年4月30日

誕生おめでとうございます。

ゆ 　 ら

小 国 町 菊　池　侑　来
紀　行
憲　子（

ら い と

小 国 町 小　田　来　翔
浩　史
恵　美（

結婚おめでとうございます。

村 山 市
東 原

矢　口　孝太郎
渡　部　　桜　（

兵 庫 舘
伊 佐 領
岩 井 沢
長 沢
綱 木 箱 口
小国小坂町
幸 町
栄 町
　 西 　

(78)

(91)

(55)

(82)

(49)

(76)

(67)

(80)

(86)

おくやみ申し上げます。

今 市
村 山 市

伊　藤 正　和
松　岡　明　子（

幸 町
聖 籠 町

小　野　博　幸
本　間　美　奈（

叶 水
叶 水

三　島 　亮　
福　井　あかり（

小国小坂町
飯 豊 町

高　橋 　慎　
須　貝　啓　子（

今　野　吉　男
新　澤　と　み
後　藤　利　明
安　部　サタエ
髙　橋　三　男
梅　津　昭　六
佐　藤　八　雄
山　北　　茂
巻　坂　み　つ

　今回はコバレントマテリアル�小国
事業所の「ルツボビジネスユニット製
造課」で働く新人社員を訪ねました。

職場を訪ねて 職場を訪ねて ② ② 

　小国高校を卒業して、本年４月から
働いている徳岳亮平さん。半導体シリ
コンウェハーの製造に必要なルツボの
製造を行っています。
「部材としてのルツボは、自社で使わ
れるほか、取引先にも納めています。
製造工程では、作業者の技術に左右さ
れる部分が多く、先輩を見ていると、
同じ作業でも、スピードや正確さが桁
違い。不安はありますが、少しでも早
く先輩のようになりたいです。たまに
失敗しますが、同じことは二度と繰り
返さないよう、復習やメモを心がけて
います」と話してくれました。
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製
品
を
運
ぶ
徳
岳
亮
平
さ
ん

　

先
月
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
と
中

国
で
、
大
規
模
な
自
然
災
害

が
発
生
し
ま
し
た
。
あ
ら
た

め
て
災
害
の
悲
惨
さ
を
痛
感

す
る
と
と
も
に
、
一
日
も
早

い
復
興
を
お
祈
り
し
ま
す
。

今
回
の
被
災
地
は
、
い
ず
れ
も
農
作

物
の
生
産
地
帯
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

世
界
的
に
高
騰
を
続
け
る
穀
物
へ
の

影
響
や
、
食
料
不
足
が
心
配
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

一
方
、
町
内
で
は
田
植
え
が
一
段

落
し
、
ほ
っ
と
一
息
つ
く
光
景
が
見

ら
れ
ま
す
。
農
作
業
に
無
縁
な
私
も
、

残
雪
の
山
々
が
田
ん
ぼ
に
映
る
と
、

平
和
で
安
全
に
暮
ら
し
て
い
る
こ
と

に
感
謝
し
な
が
ら
、
し
み
じ
み
と
見

入
っ
て
し
ま
い
ま
す
。�

（
片
桐
）
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